
	
○全国レベルでの各主体の分担・連携体制を検討	
　 ⇒　巨大災害発生時の廃棄物処理に係る行動指

針（案）を策定	

巨大地震発生時における災害廃棄物
対策検討委員会
【平成26年度】	

地域ブロック
協議会、連絡会

	

	

巨大災害廃棄物
対策チーム

【来年度以降常設すべく準備】

【立ち上げ時期】
・北海道・10月	
・東北・・・８月	
・関東・・・11月	
・中部・・・10月	
・近畿・・・H27．1月	
・中国・・・10月	
・四国・・・９月	
・九州・・・H27．1月	

民間事業者団体グループ
	  

各種業界団体で構成	  
	  

○発災時に、民間事業者か
らの協力が必要な事項に
係る支援要望に対応	

	

○民間事業者に係る分担・
連携体制を具体的に検討、
整備	  

発災時現地支援者グループ
	  

（独）国立環境研究所、廃棄物資

源循環学会、自治体担当官、	  
環境省担当官等で構成	  

	  

○巨大災害に限らず、比較
的規模の大きい災害の発
災時に、現地に派遣	

	

○東日本大震災等災害の処
理経験を踏まえた知見・技
術を整理、提供	

Ø 　次の震災に向けた東日本大震災の知見・経験を共有
  ⇒ 東日本大震災の知見・経験をアーカイブ化	

Ø 　被災地を直接支援
する体制を整備	

Ø 　被災地の取組を支援する仕組み・
枠組みを整備	

Ø   地域ブロック単位で
災害廃棄物の処理に
係る行動計画の策定
に向けて検討 

Ø 　平時からの協力・
協働の場を設置 
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Ø 　災害廃棄物の処理システムや技術を検討
　⇒ 災害廃棄物の標準的な処理フローや災害時

における海面最終処分場の円滑な利用促進※

等、技術的課題について検討	
　　　※　海面処分場廃止等に関する検討会にて検討。　　　	
　　　　　　別途、国交省において検討会あり（H26～H28に実

証試験を予定）。　　	

アーカイブＷＧ

技術・システムＷＧ

巨大災害発生時における災害廃棄物対策の検討体制及び主な検討事項（H26年度）	

［構成メンバー］
・環境省担当官	
・自治体担当官	
・関係事業者	
・専門家　　　　　等	

Ø 　制度的な課題を検討

（準備会）	


